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委託業務成果報告 

 

高密度アレイ CGH グラスによるゲノム異常解析と標的遺伝子の同定、意義の解析 

 

瀬戸加大 久留米大学医学部 客員教授 

 

研究要旨 

慢性型 ATL と急性型 ATL のアレイ CGH 法によるゲノム異常様式の比

較から、細胞周期制御遺伝子群の異常が予後に重要な影響を与えること

を報告した。しかし、重要な細胞周期制御遺伝子である TP53 遺伝子に

ついてはゲノムコピー数の異常が慢性型では全く認められなかった。

P53 についてはコピー数異常以外に塩基配列変異も機能失活において重

要な役割を担っているので、シークエンスにより塩基配列を決定したが、

検討した症例では全く昨日欠失変異は認められなかったので、慢性型

ATL においては TP53 遺伝子異常は関与せず、むしろ急性型を決定する

重要な遺伝子であることが明らかとなった。 

Ａ.研究目的 

 成人 T 細胞白血病・リンパ腫（Adult T-cell 

leukemia/lymphoma: ATLL）は Human T-cell 

leukemia virus type 1 (HTLV-1)キャリアのう

ち約 2-7%に発症する T 細胞性腫瘍である。臨

床症状から、ATLL は 4 つの病型（くすぶり型、

慢性型、リンパ腫型、急性型）に分類される。

以前に私たちは慢性型 ATLL と急性型 ATLL

のゲノム異常を比較し、慢性型 ATLL が急性型

へと移行する際に細胞周期の脱制御ならびに

免疫逃避機構が関与していることを見出した

（Yoshida et al. Cancer Res. 2014）。TP53 は

細胞周期を制御する代表的な遺伝子であり、そ

の変異異常が急性型 ATLL で認められること

が知られている。今回、本研究では HTLV-1 キ

ャリア期検体、ならびに慢性型 ATLL 検体でそ

の TP53 変異が認められるかどうかを検討し、

TP53 変異が ATLL 発症や病期進行に関与して

いるかについて検討した。 

 

Ｂ.研究方法 

 HTLV-1 キャリア期 11 例、慢性型検体 8 例

の末梢血検体を対象とし、解析を実施した。

ATLL 細胞は CD4 陽性であるため、末梢血中

の CD4 陽性細胞より DNA を抽出した

（ Ohshima et al. Am J Hematol. 1997, 

Yoshida et al. Cancer Res. 2014）。今回解析し

た HTLV-1 キャリア期の検体では、HTLV-1 感

染 CD4 陽性細胞が monoclonal あるいは

polyclonal に増殖している（Ohshima et al. 

Am J Hematol. 1997）。8 例の慢性型 ATLL の

うち5例では細胞周期関連遺伝子部のゲノムコ

ピー数異常を有しており、残りの症例は有して

いなかった（Yoshida et al. Cancer Res. 2014）。

TP53 変異は、エクソン 4-8 領域を標的としサ

ンガーシークエンス法で解析し、変異同定には、
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IARC TP53 database （http://p53.iarc.fr/）を

用いた。慢性型 ATLL 検体は共同研究者（宇都

宮與医学博士、今泉芳孝医学博士）より提供さ

れた。 

（倫理面への配慮） 

 本研究は久留米大学における倫理審

査委員会により承認を得ている（No. 214）。慢

性型 ATLL 検体については各施設よりインフ

ォームドコンセントを得ており、それぞれの施

設の倫理委員会により承認を受けている。

HTLV-1 キャリア検体については連結可能匿

名化検体として同倫理審査委員会より承認を

得ている。 

 

Ｃ.研究結果 

今回解析した 19 症例（HTLV-1 キャリア期

11 例、慢性型検体 8 例）では一塩基多型を認

めるのみ（SNP rs1042522）で、細胞周期の脱

制御をもたらすようなTP53変異はみられなか

った。細胞周期関連遺伝子部のゲノムコピー数

異常を有しない慢性型症例においても、TP53

変異はみられなかった。 

 

Ｄ.考察 

HTLV-1 キャリア期、また慢性型 ATLL 期で

TP53 変異はみられないという本解析結果と、

急性型 ATL で TP53 変異が多くみられるとい

う既報を合わせると、TP53 変異は急性型病態

にとって特に重要であると考えられる。私たち

は以前にそれらTP53変異以外の細胞周期関連

遺伝子のゲノムコピー―数が慢性型ATLLの約

56%で生じており、急性型への移行に関与して

いることを見出している（Yoshida et al. 

Cancer Res. 2014）。ATLL では TP53 変異と

細胞周期関連遺伝子の一つである CDKN2A の

異常は相互排他性の関係にあることが報告さ

れている。これらのことから考えると、慢性型

ATLL での TP53 変異は低頻度である可能性が

ある。HTLV-1 感染細胞が polyclonal ないし、

monoclonal に増殖しているキャリア検体にお

いても TP53 変異はみられなかった。このこと

からは、HTLV-1 感染細胞の増生には TP53 変

異以外の機構が働いていると考えられる。 

 

Ｅ.結論 

TP53 変異は ATLL の急性型の病態、および

他病型の急性転化機構に関与していると考えられ

る。急性型 ATLL 以外の ATLL 病型での TP53

変異頻度は低いと考えられるため、その変異のみ

だけでなく他の細胞周期関連遺伝子の異常を含

めた評価が、急性型への移行を予測するバイオマ

ーカーの確立には有用と考えられる。 

 

Ｆ.健康危険情報 

 記載無し。 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得(出願中) 

瀬戸 加大・都築 忍・春日井 由美子 

「成人Ｔ細胞白血病モデル細胞及び動物、

並びにそれらの製造方法」  

特願 2014-169608 2014 年 8 月 22 日 

 

2. 実用新案登録 

 なし 

 

3. その他 

 なし 


